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研究成果の概要（和文）：訪問看護ステーションの適切な管理体制を評価する指標として、訪問看護師のワークエンゲ
ージメントを用いた。文献レビューの結果、訪問看護師のワークエンゲージメントに、他のケア提供者・クライエント
との連携状況が肯定的に影響する可能性が明らかになった。連携状況を測定する日本語版Relational coordination尺
度を開発し、国内の訪問看護師に自記式web調査を行った。訪問看護師のワークエンゲージメントには、訪問看護師と
主治医、居宅介護支援専門員、利用者との間の連携状況が肯定的な影響を与えることが明らかになった。地域の職種間
連携促進は、訪問看護ステーションの管理体制改善に貢献する可能性がある。

研究成果の概要（英文）：Work engagement was used for measuring appropriateness of home visiting nursing ag
encies' management system. Article review showed that better collaboration among nurses and other care pro
viders/clients might affect nurses' work engagement positively. We developed the Japanese version of Relat
ional coordination scale, which could be used in order to measure good collaboration with others. Self-adm
inistered web survey was conducted for Japanese home visiting nurses. Better collaboration with physician,
 care managers and clients was positively associated with nurses' work engagement. Promoting better collab
oration within care providers in community would contribute to improve managing system of home visiting nu
rsing agencies.
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１．研究開始当初の背景 

日本では、人口の高齢化に伴い、訪問看護

の需要が急増すると推計されている（2025

年には 2008年の訪問看護利用者の約 3倍が

訪問看護を必要とする）（村嶋, 2009）。 

しかし現在、訪問看護ステーションでは、

看護職員の人員確保が大きな課題となって

いる。平成 18 年の 6 カ月間で退職者がいた

ステーションが全体の約 4割を占め、新規採

用者の募集をしても 35%が新規採用できな

い現状にあった（全国訪問看護事業協会 , 

2007）。さらに、訪問看護ステーションの約

4 割が、訪問看護人員が不足した結果、新規

利用者の依頼を断ったことがあると回答し

ていた（全国訪問看護事業協会, 2007）。訪問

看護師の就労継続意思を高め、退職者を減ら

すような職場環境づくりが重要である。 

ワークエンゲージメントは、就労者の就労

継続意思を予測する肯定的な心理状態の１

つ で あ る （ Schaufeli, Salanova, 

Gonzalez-Roma et al, 2002; Schaufeli, and 

Bakker, 2004）。就労環境、個人の資源を充

足することで高めることが出来、就労者の業

務パフォーマンスの高さにつながる。病院看

護師を対象とした先行研究では、ワークエン

ゲージメントが高い看護師ほど、就労継続意

向が高いことが報告されている（Simpson, 

2009; Kanste, 2011）。その他にも、ワークエ

ンゲージメントが高い看護師は、患者本位の

ケアを行う傾向が高く（Abdelhadi, and 

Drach-Zahavy, 2011）、インシデントレポー

トが少ないこと（Laschinger, and Leiter, 

2006）が報告されている。 

私たちの研究室ではこれまで、訪問看護ス

テーションの管理・人員体制が訪問看護師の

ワークエンゲージメントに関連することを

示してきた。就労している看護師人数が中規

模の訪問看護ステーションでは訪問看護師

のワークエンゲージメントが高く、また、看

護補助者を訪問看護ステーションに導入す

ることで、訪問看護師のワークエンゲージメ

ントを維持できることが明らかになってい

る（村嶋, 2010）。しかし、ワークエンゲージ

メントの向上に効果的な訪問看護ステーシ

ョンの管理・人員体制の具体的な内容、およ

びその理論的背景は明らかになっていない。 

他方では、より多い看護師がチームを組む

ことで安定的にサービスを提供できるよう

になることを目標として、ステーションの大

規模化をすすめる政策が進められている。 

 

２．研究の目的 

本研究では、訪問看護ステーションに就労

する訪問看護師のワークエンゲージメント

を評価尺度として、訪問看護ステーションの

最適な管理・人員体制を明らかにする。これ

により、単なる大規模化を進めるのではなく、

訪問看護師の就労意思を高め、退職者を減ら

すために効果的な職場環境づくりの具体的

な方策を示すことを目指す。具体的には、以

下の 3つを行う。 

 

研究１： 

訪問看護ステーションの管理・人員体制を体

系的に整理する 

研究２： 

訪問看護ステーションの管理・人員体制が訪

問看護師のワークエンゲージメントに影響

するプロセスの仮説理論を作成する 

研究３： 

訪問看護師のワークエンゲージメントが高

い訪問看護ステーションの管理・人員体制を

明らかにする 

 

 



３．研究の方法 

研究１： 

訪問看護ステーションの管理・人員体制を体

系的に整理する 

〇時期： 

平成 24年 8月～9月 

〇方法： 

チーム類型に関する文献レビュー、および訪

問看護師・訪問看護管理者へのヒアリングを

行った。これにより、医療・保健のチーム類

型を体系的に整理した。 

 

研究２： 

訪問看護ステーションの管理・人員体制が、

訪問看護師のワークエンゲージメントに影

響するプロセスの仮説理論を作成する 

〇時期： 

平成 24年 11月～平成 25年 2月 

〇方法： 

ワークエンゲージメントに関する文献レビ

ュー、および訪問看護師・訪問看護管理者へ

のヒアリングを行った。これにより、訪問看

護ステーションの管理・人員体制が、訪問看

護師のワークエンゲージメントの経験に影

響するプロセスを図示し、仮説理論を作成す

ることを目的とした。 

 

研究３： 

訪問看護師のワークエンゲージメントが最

も高い訪問看護ステーションの管理・人員体

制の類型を明らかにする 

〇時期： 

平成 25年 8月～11月 

〇方法： 

訪問看護ステーション約100か所に所属する

訪問看護師約 400 名を対象に、自記式 web

調査を実施した。これにより、訪問看護師の

ワークエンゲージメントが最も高い訪問看

護ステーションの管理・人員体制の特徴を明

らかにした。 

 

４．研究成果 

チーム類型・ワークエンゲージメントに関

する文献レビューとヒアリングの結果、訪問

看護ステーションの管理・人員体制が訪問看

護師のワークエンゲージメントに関連する

媒介変数として、周囲の関係者との連携状況

が良好であること、に焦点をあてた。これは、

連携状況の良好さは、地域包括ケアの推進方

策の中心的概念であり、実践現場でも最も注

目される指標の 1つでもあるためである。 

ここで、連携に関する国内外の文献レビュ

ーを追加し、概念整理と測定指標の探索を行

った。 

連携という言葉が示す内容は，各専門領域

や研究者によって様々であるものの，「複数

の主体が，共通の目標達成に向かって一緒に

何らかの行為を行うこと，もしくはその行為

を行う過程」という点では一致している。こ

れを，在宅療養者を取り巻く専門職間の連携

について解釈すると，「療養者にケアを提供

する専門職同士が，療養者のニーズに応じた

共通の目標を持つチームを構成し，一緒にケ

アを提供すること」となる。連携と類似する

概念である「チームワーク」は，一般に「共

通の目標達成に向かっていく時のチーム構

成員の態度であり，構成員の情緒，認知，モ

チベーションの様子」と捉えられる。チーム

ワークの良い組織は，構成員の知識や技術を

うまく組み合わせて意思決定や複雑な業務

にも効果的に対応でき，患者アウトカムが良

く，人件費等の費用が抑制されると言われて

いる。これらの先行研究を基に、「連携」を



「チームワークの結果，チーム構成員が一緒

に何らかの行為を行うこと，もしくはその行

為を行う過程」と捉え、「関係者とのチーム

ワーク」、つまり「関係者との連携しやすさ」

を 測 定 す る 尺 度 と し て 、 Relational 

coordination尺度を採用した。これは、学術

的に概念が定義されており、すでに海外で

Relational coordination theory に基づく介

入・改善プログラムの基盤があることから、

今後の訪問看護の実践現場で活用しやすく、

また研究の発展可能性も高いと考えたため

である。 

平成 25 年 8 月、連携状況を測定する日本

語版 Relational coordination尺度（J-RCS）

を開発し、その信頼性と妥当性を確認した。 

Relational Coordination尺度は，「特定の

職務」を遂行する際の，「特定の相手とのコ

ミュニケーションの良好さ」を自己評価する

4項目と，「特定の相手との関係性の良好さ」

を自己評価する 3項目，合計 7項目 1因子か

らなる自己記入式の質問項目群である。 

原作者の承認を得て日本語版を作成した

後，2013年 7月，滋賀県内の 11か所の訪問

看護ステーションに勤務する全訪問看護師

124名を対象に，インターネットを用いた自

記式調査を行った。回答者には，主治医，居

宅介護支援専門員，同僚の訪問看護師との関

係性について J-RCSを尋ねた（以後，J-RCS

［主治医］，［居宅介護支援専門員］，［同僚看

護師］）。 

訪問看護師 81名（65.3%）から回答を得た

後， 70 名（56.5%, 第 1 回調査回答者の

86.4%）から再テストの回答を得た。 

Cronbach のαは，0.770～0.859，1 回目

と 2 回目の級内相関係数は 0.673～0.830 で

あった。因子妥当性では J-RCS［主治医］の

み 1因子構造で良好な適合度を得た。併存的

妥当性では，それぞれの相手との間柄につい

て，J-RSCと連携のしやすさ，ソーシャルサ

ポートの関連性が示された。因子妥当性の適

合度，一部の項目に回答が集中する傾向等の

検討課題は残されたが，J-RCSの一定の信頼

性・妥当性を示すことができた。 

平成 25年 11月、宮崎県内全ての訪問看護

ステーション、および訪問看護との連携頻度

が最も高い地域ケア機関である居宅介護支

援事業所に勤務する訪問看護師、居宅介護支

援専門員を対象に自記式 web 調査を実施し

た。 

訪問看護ステーション 31 箇所・訪問看護

師 119 名（回答率 62.6%）、および居宅介護

支援事業所 98箇所、居宅介護支援専門員 208

名（回答率 65.2%）から返信があった。 

そのうち、J-RCS尺度の全ての項目に全く

同じ回答をした訪問看護師の回答 1件を除き、

326件を分析対象とした。その結果、訪問看

護師のワークエンゲージメントには、訪問看

護師と主治医、居宅介護支援専門員、利用者

との間の連携状況が肯定的な影響を与える

ことが明らかになった。また、訪問看護師は

居宅介護支援専門員に比べ、主治医との関係

性を表す J-RCS[主治医]の得点が高く、訪問

介護職員との関係性を表す J-RCS [訪問介護

職員]の得点が低かった。訪問看護師は、

J-RCS [主治医]／J-RCS [訪問介護職員]に共

通して、7 項目のうち「問題解決的姿勢」の

得点が最も高く、「コミュニケーションのタ

イミング」、「正確さ」に関する得点が低い傾

向にあった。居宅介護支援専門員は、J-RCS 

[訪問介護職員]の得点が総じて高い一方、

J-RCS [主治医]の得点が総じて低く、特に「目

標共有」は最も低かった。 

訪問看護ステーションの管理者が訪問看

護師のワークエンゲージメントを高めよう

とする際、地域の職種間連携を促進すること

が有効である可能性がある。その際、職種背



景や経験によって、良好／不良な Relational 

coordinationの側面が異なることを踏まえた

介入を行うこと、および、 Relational 

coordination theory に基づく介入を行うこ

とで、より効率的に訪問看護ステーションの

管理体制を改善しうる可能性がある。 
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